
出前講座

ＲＥＳＡＳを活用して
長野県の特徴を分析しよう
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はじめに ： 講座を担当する私たちのご紹介

2

事業内容：

業務分野：

●行政計画策定 ●市民会議等のファシリテーション
●社会調査／市場調査 ●プロモーション
●研修企画、実施 ●各種コンサルティング 等

●産業（農業・観光・サービス業・工業振興等）、地域ブランド
●医療・福祉 ●教育・文化振興
●地域公共交通 ●協働制度構築、ファンドレイジング等

地域の課題解決・成長に寄与する
地域のための総合政策シンクタンク
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本日の講座の内容（９０分）

１．データ活用とは？

２．ＲＥＳＡＳの紹介

３．ＲＥＳＡＳデータ分析例～実際に使ってみよう

４．統計データ活用のポイント

この講座で
学ぶこと

統計データの扱い方や便利なツールを紹介し、
今後の勉強や社会に出てから役立つデータ
活用の基本を学びます。

前半
45分

５．演習～ＲＥＳＡＳを活用して、長野県の少子化
の特徴を分析してみよう

後半
45分
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１．データ活用とは？



①わさび

②味噌

③りんご

長野県が生産量全国一位なのは？クイズ
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正解は・・・

①わさび と ②味噌

生産量ランキング　ベスト３

生産量 シェア

1位 長野県 912.4トン 37.6%

2位 静岡県 592.5トン 24.4%

3位 岩手県 548.0トン 22.6%

（H26年農林水産省「特用林産物生産統計調査」）

生産量ランキング　ベスト３

生産量 シェア

1位 長野県 202,199トン 46.1%

2位 愛知県 47,195トン 8.2%

3位 大分県 23,254トン 4.0%

（H26年経済産業省「工業統計」）
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生産量ランキング　ベスト３

生産量 シェア

1位 青森県 468,000トン 57.3%

2位 長野県 162,900トン 20.0%

3位 山形県 52,400トン 6.4%

（H26年農林水産省「作物統計」）

りんごの生産量ランキング
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直感
何となく

客観的なデータ
で確認すると

長野県と言えば、りんご！
アルクマの頭もりんごの形
をしているし。だから生産
量1位じゃないかな。

生産量というデータに基づいて
みてみると、青森県が57％の圧
倒的シェアで第1位で、長野県は
第2位。

感覚と事実が違うことがある

8



① 調べたいことを決める（目的を持つ）

② 適切なデータを探す

③ 数字をわかりやすく加工する

④ 数字を分析する（傾向を探る）

⑤ 分析結果から考察する

研究や仕事に活かせる
データ活用の主なステップ

地域経済分析シス
テム「リーサス」を
使って簡単にデータ
探し・加工ができる
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生産量ランキング　ベスト３

生産量 シェア

1位 長野県 202,199トン 46.1%

2位 愛知県 47,195トン 8.2%

3位 大分県 23,254トン 4.0%

（H26年経済産業省「工業統計」）

【データ活用の例】
①調べたいことを決める

長野県が生産量第1位の「味噌」はどこで消費されて
いるんだろう？ 調べてみよう。

日本の味噌の半分近く
を生産している長野県。

こんなに多くの味噌が
長野県からどこに行っ

ているのかな。
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RESASの「From-to分析（消費動向）」を使って、
簡単にデータ検索＆見える化

②データを探す ③数字をわかりやすく加工する

【出典】 RESAS 消費マップ－From-to分析／カスタマー・コミュニケーションズ株式会社「TRUE DATA」 11



生産量ランキング　ベスト３

生産量 シェア

1位 長野県 202,199トン 46.1%

2位 愛知県 47,195トン 8.2%

3位 大分県 23,254トン 4.0%

（H26年経済産業省「工業統計」）

首都圏、阪神圏が主な消費地。
名古屋圏では消費されていない。

④数字を分析する

愛知県は味噌の生産量第2位。
愛知県は信州味噌を売るター
ゲットにならない。

⑤分析結果から考察する

【出典】 RESAS 消費マップ－From-to分析／
カスタマー・コミュニケーションズ株式会社「TRUE DATA」
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２．ＲＥＳＡＳの紹介
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ＲＥＳＡＳとは？

地域経済に関わる様々なデータを収集し、かつ、わかりやすく
「見える化」するシステムとして国が構築

平成２７年４月からインターネットで公開。誰でも利用可能。

誰もがデータを活用して地域の現状を把握し、地域の実情に合っ
た課題解決の取組みができるよう支援するシステム

Regional 
Economy (and)
Society 
Analyzing 
System

ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）

RESAS （リーサス）
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ＲＥＳＡＳが扱っているデータ

国の有する
データ

企業・団体等が
有するデータ

携帯電話位置情報
カーナビ検索
POSデータ

・
・
・

国勢調査
農林業センサス
経済センサス
商業統計

・
・
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ＲＥＳＡＳでわかること（把握可能なデータ例）

産業マップ

• 農業部門別
の販売、金
額割合

• 農業経営者
の年齢

• 農地の利用
状況

など

農林水産業マップ

• どこからどこ
に人が来てい
るか

• インバウンド
観光動向

など

人口マップ

観光マップ

• 人口推計・推移
• 人口ピラミッド
• 出生数・死亡数
• 転入・転出

など

• 企業数
• 事業所数
• 雇用
• 売上付加価
値額

• 稼ぐ力
など

出典：内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域経済分析システム（RESAS）について」（平成28年９月）をもとに編集
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消費マップ

• 自治体の生
産・分配・支
出における
お金の流入・
流出

など

• 経済構造、企
業活動、労働
環境、地方財
政の他の自治
体との比較

地域経済循環マップ

自治体比較マップ

• 飲食料品や日
用品の購入金
額

• 飲食料品や日
用品の購入点
数の商品別
シェア

など

出典：内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域経済分析システム（RESAS）について」（平成28年９月）をもとに編集



ＲＥＳＡＳのマップ一覧

18
出典：内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域経済分析システム（RESAS）について」（平成28年９月）



19

３．ＲＥＳＡＳデータ分析例
～実際に使ってみよう



ＲＥＳＡＳトップページ

メニューをクリック

20



①人口マップをクリック

②人口構成をクリック

21



➃人口推移をクリック

①「都道府県単位で表示する」を選択

②長野県を選ぶ

22

市町村ごとにみられる
データもある。

③表示したい「年」を選択



カーソルを合わせる
と数値が現れる

23

データをダウン
ロードできるも
のがある。

グラフをワード等、他の資料に貼り付けたいときにはスク
リーンショットで保存して貼り付ける。

他地域との合算
データを見ること
もできる。

【出典】RESAS 人口マップ－人口構成／総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
【注記】2010年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2015年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータに基づく推計値。
総人口については、年齢不詳は除いている。



×印をクリックすると
前の画面に戻る

24



2040年
1,668,415人2015年

2,090,658人

総人口は25年で42万人以上も減少する見込みです。
年齢区分別にはどのような傾向がありますか？

0～14歳 15～64歳 65歳以上

【出典】 RESAS 人口マップ－人口構成／総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 25

みてみよう① 長野県の人口推移と将来推計



今でも少子高齢化
が進んでいるけど、
みんなが40歳を過
ぎる頃には…

25年後

65歳以上の高齢者が増加し、20代以下の若い人たちが減少する
⇒ 少子高齢化が一層進む
【出典】 RESAS 人口マップ－人口構成／総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 26

みてみよう② 長野県の人口構造（人口ピラミッド）



なぜ人口が減るんだろう？
人口増減の２つの要因

自然増減

① 出生数と死亡数の差

社会増減

② 転入数と転出数の差
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①人口マップをクリック

②人口増減をクリック

28

みてみよう③ 長野県の自然増減・社会増減

③グラフを表示をクリック



2002年から人口が減少に転じている。

自然増減と社会増減で、
人口が増えたり、減ったりする。

【出典】 RESAS 人口マップ－人口増減／厚生労働省「人口動態調査」、総務省「住民基本台帳人口移動報告年報」
29
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【出典】 RESAS 人口マップ－人口の自然増減／総務省「国勢調査」、厚生労働省「人口動態調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
【注記】2010年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2015年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータに基づく推計値

全国【出典】厚生労働省「人口動態調査」（2014年）

合計特殊出生率
人口統計上の指標で、一人の女
性が一生に産む子供の平均数を
示す。
出産可能な年齢を15歳から49
歳までと規定し、それぞれの出
生率を出し、足し合わせること
で、人口構成の偏りを排除し、
一人の女性が一生に産む子供の
数の平均を求める。

2014年の長野県の合計特
殊出生率は1.54である
（全国 1.42 ）

みてみよう④ 長野県の自然増減

マップメニュー：人口の自然増減



31【出典】RESAS 人口マップ－人口の社会増減／総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」に基づきまち・ひと・しごと創生本部作成

15－19歳、20-24歳

になるときに転出が
多い。

25－29歳になると
きに転入が多い。

みてみよう⑤ 長野県の社会増減

マップメニュー：人口の社会増減→人口移動



32【出典】RESAS 人口マップ－人口の社会増減／総務省「住民基本台帳人口移動報告」

東京都、神奈川県
など首都圏への転
出超過数が多い。

新潟県、茨城県か
らの転入超過数
が多い。

マップメニュー：人口の社会増減→From-to
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４．統計データ活用のポイント

■「データ活用」の考え方
問題解決や新しい価値・魅力の創造のために
データを活用すること。
「データ活用」のためには、まずデータを
「収集」し、意味を読み解くため「分析」し、
人に伝えるために「表現」することが必要となる。

収
集

表
現

分
析
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ポイント１：目的を持って取り組む

ポイント２：目的に応じ、データを取捨選択し、多角的な視点で考える

 データは、無数にある。明らかにしたいこと
（目的）をハッキリと意識しないと、どのよ
うなデータを集め、どのような分析をすべき
かは、見えてこない。

 何のために、データの収集⇒分析⇒表現を
行い、何を明らかにするのか、確認するの
かを見失わずに取り組むことが必要

 統計情報、アンケート調査、ヒアリング調
査等様々なデータがある。

 関係する情報を収集し、多角的にみていく
ことが必要。（データ間で、異なる傾向が
でる場合もあります。）

目的

収
集

表
現

分
析

問題や特徴の発見

解決策の提案

統計Ａ

統計Ｂ
統計Ｃ

統計データの有効活用のためのポイント
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長野県の総人口は2000年（2,215,168人）を
ピークに減少している。
総人口が減り始めた要因は？

例：長野県の人口の増減について
自然増減 社会増減

自然増減
出生と死亡による人口の増減を
いう。出生数が死亡数を上まわ
れば、自然増となる。出生数が

死亡数を下回ると自然減となる。

社会増減
地域の外に住民が引っ越して
いったり（転出数）、よその地
域から引っ越してきたりするこ
と（転入数）による人口の増減
のこと。出て行く人が多い時は
「転出超過」。入ってくる人が
多いときは「転入超過」

【出典】RESAS 人口マップ－人口構成、人口増減／総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

ポイント３：「全体像」を把握してから、「詳細分析」をする

 全体像を知らないまま、詳細の分析を進めると強みや弱みを読み間違えたり、状況
がわからなくなる。
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統計情報を収集するときの注意点

データを収集するときは「誰が」実施した調査なのか、「いつ」の時点のどの調査
なのか、「どんな」調査方法なのか、確認しながら集める必要があります。

出典：総務省統計局「国勢調査」（平成２２年）

 合併した市町村のデータ
合併前のデータは、旧自治体別に示されています。合併前のデータと比べる場合は、旧自治体の数値を
考慮する必要があります。

 調査カテゴリーの変更
調査項目の分類が、時代にあわせて変化する場合があり、推移を見るときは注意する必要があります。
例：経済センサスの小分類は、「日本標準産業分類」を基に作成している。

平成19年に「日本標準産業分類」の改定があり、調査項目の新設・廃止等が行われている。

出典の記載例

その他、注意
すべきこと

●●市の
総人口

総務省：国勢調査（５年に１回）
⇒ふだん住んでいる場所

市町村：住民基本台帳
市町村の「住民基本台帳」に登録されている人の数

⇒生活の拠点

調査によって、対象範囲・数値の算出の仕方が異なる場合があります。
例：総人口

住民票を移動せずに、
他の市町村に居住
している場合は、住
民基本台帳の方が
総人数が多くなる

必ず、出典を記載する

収集



統計情報の分析の視点

構成 変化（推移）

全体がどのような要素で構
成されているか、内訳を確認
する

同一対象物の変化を時系列
でみる

分析する視点には、「構成」「変化」 「比較」の３つがある。
この３つの視点を用いることで、地域（まち）の特徴（強み・弱み）や企画を検討すると
きの判断材料を得られる。

37

比較

量、長さ、重さ、強さなど、同一
の基準で２つ以上の対象物を
比べる

分析



統計情報の表現手法
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表現したいこと グラフの種類

量の大小を
あらわす

推移を
あらわす

構成の割合を
あらわす

棒グラフ

折れ線グラフ

円グラフや帯グラフ

10 
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1990年 1995年 2000年 2005年 2010年

（人）

289 

304 

270 
288 

300 

338 334 
320 

377 

310 

89 

72 73 70 66 

165 198 197 184 196 

0

100
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300

400

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

（人）

そう思う

20.0％

ややそう思う

34.0％

あまりそう思わない

36.0％

そう思わない

6.0％

わからない

4.0％

Ａ

14.5 

10.6 

17.4 

Ｂ

47.2 

43.4 

51.2 

Ｃ

31.1 

39.8 

23.1 

Ｄ

7.2 

6.2 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体

いる

いない

N=113

N=121

N=235

表現
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表現したいこと グラフの種類

データの
散らばり
具合を
あらわす

複数の指標
をまとめて
あらわす

ヒストグラム

レーダーチャート

0

100

200

300

400

500

600

年齢分布

男性

女性

（人）

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5
農林漁業

鉱業採石業

建設業

製造業

電気・ガス・

熱供給

情報通信業

運輸郵便業

卸売小売業
金融業，

保険業

不動産業，

物品賃貸業

学術研究，

専門業

宿泊業，

飲食業

生活関連

サービス業

教育，

学習支援業

医療，福祉

複合

サービス業

サービス業

Ａ 特化係数 Ｂ特化係数

表現



表現したいこと グラフの種類

２つの量の
関係性を示す

地理的特性と
あわせて示す

40

散布図

ヒートマップなど

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

-50.0 -40.0 -30.0 -20.0 -10.0 0.0 10.0 20.0

（％）

（％）

高

高
齢
化
率

低

減 人口増減率 増

表現
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５．演習
～ＲＥＳＡＳを活用して、長野県の少子化
の特徴を分析してみよう

2人1組で
やってみてね！
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合計特殊出生率の推移・比較分析

①長野県
の合計特
殊出生率
の推移

＜合計特殊出生率＞
1980年：
1990年：
2000年：
2010年：
2014年：

＜出産可能年齢女性人口
（15～49歳）の将来予測＞

2015年： 人
2040年： 人

★気づいたこと（特徴・傾向）

②2013年

合計特殊
出生率

都道府県
別ランキ
ング

＜上位＞
1位：沖縄県
2位：宮崎県
3位：島根県
4位：熊本県
5位：長崎県

＜下位＞
43位：神奈川県
44位：奈良県
45位：北海道
46位：京都府
47位：東京都

★気づいたこと（特徴・傾向）

長野県の順位： 位

演習１ 合計特殊出生率の推移・比較分析をしてみよう
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【出典】 RESAS 人口マップ－人口の自然増減／総務省「国勢調査」、厚生労働省「人口動態調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
【注記】2010年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2015年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータに基づく推計値

全国【出典】厚生労働省「人口動態調査」（2014年）

人口を女性の出産可能年齢と
合わせて設定
下限：15歳 上限：49歳

マップメニュー：人口の自然増減→合計特殊出生率と人口推移

②ダウンロードしたデータから、
2013年の合計特殊出生率の都
道府県ランキングをだそう
⇒2013年データを抜き出して、
ソートする（降順）

①マウスオーバーして、
合計特殊出生率や女性
人口を確認しよう
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合計特殊出生率の推移・比較分析

①長野県
の合計特
殊出生率
の推移

＜合計特殊出生率＞
1980年：1.89
1990年：1.71
2000年：1.59
2010年：1.53
2014年：1.54

＜出産可能年齢女性人口
（15～49歳）の将来予測＞

2015年： 389,218 人
2040年： 267,414 人

★気づいたこと（特徴・傾向）

②2013年

合計特殊
出生率

都道府県
別ランキ
ング

＜上位＞
1位：沖縄県 1.94
2位：宮崎県 1.72
3位：島根県 1.65
4位：熊本県 1.65
5位：長崎県 1.64

＜下位＞
43位：神奈川県 1.31
44位：奈良県 1.31
45位：北海道 1.28
46位：京都府 1.26
47位：東京都 1.13

★気づいたこと（特徴・傾向）

長野県の順位： 14 位

回答

演習１ 合計特殊出生率の推移・比較分析をしてみよう
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演習２ いろいろな指標を用いて少子化を分析してみよう

マップメニュー：人口の自然増減→地域少子化・働き方指標を散歩図で分析

ここをクリック
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RESASで調べることができる地域少子化・働き方指標の一覧
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Ｘ軸、Ｙ軸それぞ
れで指標を選ぶ

少子化指標か
働き方指標を選ぶ
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少子化関係指標を用いて少子化を分析してみよう

分析例①

X軸：平均初婚年齢（女性）
Y軸：合計特殊出生率（総数）

＜長野県＞

X軸：
Y軸：
＜東京都＞

X軸：
Y軸：
＜沖縄県＞

X軸：
Y軸：

★気づいたこと（特徴・傾向）

分析例②

X軸：未婚率（女性）
Y軸：合計特殊出生率（総数）

＜長野県＞

X軸：
Y軸：
＜東京都＞

X軸：
Y軸：
＜沖縄県＞

X軸：
Y軸：

★気づいたこと（特徴・傾向）

演習２ いろいろな指標を用いて少子化を分析してみよう
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働き方関係等指標を用いて少子化を分析してみよう 【目的変数Y軸：合計特殊出生率（総数）】

説明変数X軸：働き方等関係指標 決定係数
長野県/東京都/沖
縄県のXの値

その他、気づいたこと（特徴・傾向）

週60時間以上働く雇用者の割合
長野県：
東京都：
沖縄県：

1日当りの通勤等の時間
長野県：
東京都：
沖縄県：

女性の有業率と育児をしている女性
の有業率の差（25～44歳）

長野県：
東京都：
沖縄県：

0～5歳人口に対する保育所定員数
の比

長野県：
東京都：
沖縄県：

パート・アルバイト割合（25～39歳、
男性）

長野県：
東京都：
沖縄県：

三世代同居率
長野県：
東京都：
沖縄県：

最近の合計特殊出生率の上昇率
（最低値→最高値）

長野県：
東京都：
沖縄県：
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分析例① X軸：平均初婚年齢（女性） Y軸：合計特殊出生率（総数）

長野県

沖縄県

東京都

【出典】 RESAS 人口マップ－人口の自然増減／内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域少子化・働き方指標（第１版）」
【注記】合計特殊出生率、平均初婚年齢は厚生労働省「人口動態統計月報年計」（平成26年）
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分析例② X軸：未婚率（女性） Y軸：合計特殊出生率（総数）

長野県

沖縄県

東京都

【出典】 RESAS 人口マップ－人口の自然増減／内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域少子化・働き方指標（第１版）」
【注記】合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計月報年計」（平成26年）、未婚率は国勢調査（平成22年）による日本人未婚者数の日本人人口に対する

割合と、総務省による国籍不詳及び年齢不詳按分後の日本人の基準人口を用いて作成されたもの。
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回帰直線
説明変数xと目的変数yとの関連の傾向

を示す直線
単回帰式
１つの変数の値によって他の変数の値

を予測するものを単回帰分析
決定係数R2

説明変数xで目的変数yをどれくらい説
明できるか(=決定できるか)の指標。０と
１の間に値をとり、１に近いほど説明で
きる（決定できる）とみなされる

分析例③ X軸：週60時間以上働く雇用者の割合 Y軸：合計特殊出生率（総数）

単回帰式

決定係数

回帰直線

【出典】 RESAS 人口マップ－人口の自然増減／内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域少子化・働き方指標（第１版）」
【注記】合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計月報年計」（平成26年）、週60時間以上働く雇用者の割合は、総務省「就業構造基本調査」（平成24年）
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分析例④ X軸：１日当りの通勤等の時間 Y軸：合計特殊出生率（総数）

【出典】 RESAS 人口マップ－人口の自然増減／内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域少子化・働き方指標（第１版）」
【注記】合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計月報年計」（平成26年）、1日当たりの通勤等の時間は、総務省「社会生活基本調査」（平成23年）
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分析例⑤ X軸：女性の有業率と育児をしている女性の有業率の差（25～44歳）
Y軸：合計特殊出生率（総数）

【出典】 RESAS 人口マップ－人口の自然増減／内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域少子化・働き方指標（第１版）」
【注記】合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計月報年計」（平成26年）、女性の有業率と育児をしている女性の有業率の差は、

総務省「就業構造基本調査」（平成24年）
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分析例⑥ X軸：0～5歳人口に対する保育所定員数の比
Y軸：合計特殊出生率（総数）

【出典】 RESAS 人口マップ－人口の自然増減／内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域少子化・働き方指標（第１版）」
【注記】合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計月報年計」（平成26年）、0～5歳人口に対する保育所定員数の比は、厚生労働省「福祉行政報告例」

（平成26年10月）、総務省「平成26年10月1日現在推計人口」。
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分析例⑦ X軸：パート・アルバイト割合（25～39歳、男性）
Y軸：合計特殊出生率（総数）

【出典】 RESAS 人口マップ－人口の自然増減／内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域少子化・働き方指標（第１版）」
【注記】合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計月報年計」（平成26年）、パート・アルバイト割合（25～39歳、男性）は、総務省「就業構造基本調査」

（平成24年）
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分析例⑧ X軸：三世代同居率 Y軸：合計特殊出生率（総数）

【出典】 RESAS 人口マップ－人口の自然増減／内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域少子化・働き方指標（第１版）」
【注記】合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計月報年計」（平成26年）、三世代同居率は、総務省「国勢調査」（平成22年）。一般世帯の世帯数に対する

三世代同居世帯数の比率。
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分析例⑨ X軸：最近の合計特殊出生率の上昇率（最低値→最高値）
Y軸：合計特殊出生率（総数）

【出典】 RESAS 人口マップ－人口の自然増減／内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域少子化・働き方指標（第１版）」
【注記】合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計月報年計」（平成26年）、最近の合計特殊出生率の上昇率（最低値→最高値）とは、2014年までの合計特
殊出生率から作成したもので、最低値（都道府県によって2003～2012年の値）から、その後の最高値（都道府県によって2010～2014年の値）への上昇率をみたもの。
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少子化関係指標を用いて少子化を分析してみよう

分析例①

X軸：平均初婚年齢（女性）
Y軸：合計特殊出生率（総数）

＜長野県＞

X軸：29.5歳
Y軸：1.54
＜東京都＞

X軸：30.5歳
Y軸：1.15
＜沖縄県＞

X軸：29.0歳
Y軸：1.86

★気づいたこと（特徴・傾向）

分析例②

X軸：未婚率（女性）
Y軸：合計特殊出生率（総数）

＜長野県＞

X軸：34.36%
Y軸：1.54
＜東京都＞

X軸：46.30%
Y軸：1.15
＜沖縄県＞

X軸：37.58%
Y軸：1.86

★気づいたこと（特徴・傾向）

演習２ いろいろな指標を用いて少子化を分析してみよう
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働き方関係等指標を用いて少子化を分析してみよう 【目的変数Y軸：合計特殊出生率（総数）】

説明変数X軸：働き方等関係指標 決定係数
長野県/東京都/沖
縄県のXの値

その他、気づいたこと（特徴・傾向）

週60時間以上働く雇用者の割合 0.312605

長野県： 8.82%
東京都：11.23%
沖縄県： 7.15%

1日当りの通勤等の時間 0.371294

長野県：56.00分
東京都：93.00分
沖縄県：58.00分

女性の有業率と育児をしている女性
の有業率の差（25～44歳）

0.290925

長野県：-15.44%ﾎﾟｲﾝﾄ
東京都：-21.37%ﾎﾟｲﾝﾄ
沖縄県：-8.64%ﾎﾟｲﾝﾄ

0～5歳人口に対する保育所定員数
の比

0.072635

長野県：59.08%
東京都：32.48%
沖縄県：36.34%

パート・アルバイト割合（25～39歳、
男性）

0.011539

長野県： 5.33%
東京都： 9.54%
沖縄県：12.73%

三世代同居率 0.031086

長野県：12.16%
東京都： 2.29%
沖縄県： 5.52%

最近の合計特殊出生率の上昇率
（最低値→最高値）

0.04533

長野県： 8.45%
東京都：15.00%
沖縄県：12.79%

回答

これらの指標は決定係数が
低く、合計特殊出生率との関
連が弱い（決定できない）

これらの指標は決定係数が
比較的高く、合計特殊出生
率との関連が強い（決定でき
る）



ぜひ、みなさんの勉強や将来の仕事で
データを活用してみてください。
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■「地方創生☆政策アイデアコンテスト」のご案内

RESASを活用して自らの地域を分析し、地域を元気にするよう
な政策アイデアを国民から募集
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筑波大学社会工学域 都市計測実験室
「日本の将来を描写する北海道津別町 若い世代が地域を解析する」

「地方創生☆政策アイデアコンテスト2015」
地方創生担当大臣賞

大学生以上一般の部



■「長野県RESAS情報発信サイト」のご案内
信州をデータに基づいて分析し、課題発見や未来に向けた地域づくり

の活動に役立てていただくためのRESAS情報サイトを開設しました。

データから考える信州の未来。

http://npo-scop.jp/resas-nagano/index.html

https://www.facebook.com/resasnagano/

「長野県RESAS情報発信サイト」

Facebookページも開設しました！

（事務局：特定非営利活動法人SCOP）
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